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 小胞体ストレス応答は、細胞内に不良品タンパク質が蓄積するのを防ぐ仕組みで
す。多くの疾患と小胞体ストレスとの関連性が明らかになり、これらの治療法開発
への寄与が期待されています。森先生は、小胞体ストレス応答を解明した功績に
よって「ガードナー国際賞（2009 年）」「ラスカー基礎医学研究賞（2014 年）」
などの国際的な賞を多く受賞されております。本講演では、小胞体ストレス応答の
発見からその機構の解明に至るまでの研究について、分かりやすく解説していただ
きます。学部学生から大学院生、若手研究者まで、多くの方のご来場をお待ちして
おります。 
 

〜森先生からのメッセージ （一部抜粋）〜  
私の講演を聞いて、志をもつこと（ambition）、その志を達成するためによく準備を
すること（preparation）、時には思い切った挑戦をすること（challenge）、初志貫
通のために困難に立ち会っても踏みとどまること（patience）、そして何よりも心身
ともに健康であること（health）、の重要性を汲み取っていただければ幸いです。 
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